
【
六
月

八
日
】

美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
理
事

委
嘱
式
、
役
員
選
出
後
、
令
和
五

年
度
事
業
計
画
、
補
助
金
、
情
報

交
換
等
の
協
議
を
し
ま
し
た
。
事

業
と
し
て
は
各
地
域
の
課
題
を
出

し
合
い
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
所

に
視
察
研
修
に
行
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
補
助
金
は
、
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
関
す

る
事
以
外
に
、
今
年
度
か
ら
各
地

域
一
〇
万
円
以
内
で
、
使
用
で
き

る
補
助
金
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
へ
の
補
助
金
は
今
ま
で
通

り
で
す
。
情
報
交
換
で
は
、
福
祉

部
か
ら
覚
醒
剤
の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
。
環
境
部
か
ら
は
、
川
ゴ
ミ
、
プ
ラ
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
や
、
落

書
き
・
ポ
イ
捨
て
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
。

東
粟
倉
地
域
か
ら
は
、
「
閉
校
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
や
旧
幼
稚
園
活
用
に
つ
い
て
。

大
原
か
ら
は
、
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
た
こ

と
に
よ
る
影
響
と
今
後
に
つ
い
て
。
勝
田

か
ら
は
、
公
民
館
、
集
会
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。
美
作
か
ら
は
、
「
美
作
ふ
る
さ

と
市
」
、
「
敬
老
会
」
に
つ
い
て
。
作
東
か

ら
は
、
大
還
橋
と
公
民
館
、
不
登
校
特
例

校
に
つ
い
て
。
英
田
か
ら
は
、
自
主
防
災

会
の
活
動
と
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
。
等
が
報
告
さ
れ
情
報
交

換
し
ま
し
た
。

【
六
月
十
七
日
】

粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
役
員
会

日
時

七
月
二
十
七
日
（
木
）

時
19

場
所

粟
井
小
学
校
集
会
所

内
容

①
粟
井
小
学
校
集
会
所
受
託
に
つ
い
て

②
規
約
改
正
に
つ
い
て

③
粟
井
地
区
環
境
整
備
作
業
に
つ
い
て

④
そ
の
他
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
等

＊
体
育
館
の
修
理
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
ま
し

た
。 能
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【
六
月

四
日
】

第

回

田
植
え
祭
り

38

春
日
神
社
よ
り
粟
井
宮
司
を
お
迎
え

し
て
、
例
年
通
り
「
田
植
え
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
、
無
事
終
了
し
た
。
こ
れ
で
秋
に

は
豊
作
が
期
待
で
き
る
。
今
年
か
ら
若
返

っ
た
新
メ
ン
バ
ー
で
の
初
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
神
事
に
よ
る
田
植
え
祭
り
は
大
変
珍

し
く
、
粟
井
地
区
の
誇
る
伝
承
行
事
の
一

つ
で
あ
る
。
そ
の
行
事
が
若
い
メ
ン
バ
ー

に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
の
意
義
は
計
り
知

れ
な
い
。
粟
井
地
区
の
希
望
で
も
あ
る
。

「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」
何
か
に

つ
け
て
継
続
は
力
で
す
。

【
六
月

五
日
】

総
会
で
は
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。
水
稲
の
令
和
五
年
基
準
単
収
は
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
５
０
３
ｋ
ｇ
で
あ
る
。
水
稲
作

付
け
率
は

％
（
見
込
み
）
。
令
和
五
年
度

生

52

産
調
整
に
係
る
作
付
け
面
積
は
、
県
目
標
面
積

に
対
す
る
水
稲
作
付

％
（
見
込
み
）
で
あ
る
。

91

「
令
和
五
年
産
・
経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い

て
」
の
（
３
）
交
付
対
象
水
田
の
要
件
に
つ
い

て
（
５
年
水
張
り
ル
ー
ル
）
で
、
湛
水
管
理
を

１
ヶ
月
以
上
行
う
場
合
の
確
認
な
ど
詳
細
は
未

定
だ
そ
う
で
す
。
＊
詳
し
く
は
農
業
政
策
課
。

市の広報誌の表紙にもなりました。

【
六
月
十
五
日
】

■
小
房
水
田
の
畦
畔
の
草
刈
り農

水
部
員
で

畦
畔
の
草
刈
り

を

行

い

ま

し

た
。
新
し
く
部

員
も
増
え
て
短

時
間
で
刈
る
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
水
田

ア

ー

ル

で

40「
も
ち
大
豆
」

を

栽

培

し

ま

す
。
こ
の
冬
注

文
を
取
り
、「
味

噌
づ
く
り
」
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

■
大
豆
播
種
＆
除
草
剤
散
布

【
六
月
十
九
日
】

草
刈
り
を
し
た
水
田
60

ア
ー
ル
の
内
、

ア
ー
ル

40

に
「
も
ち
大
豆
」
の
播
種

を
行
い
ま
し
た
。
播
種
の

後
、
除
草
剤
を
散
布
し
ま

し
た
。
こ
の
作
業
で
か
な

り
草
が
押
さ
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
も
大
豆
の

中
の
除
草
作
業
は
必
要
で

す
。

【
六
月
三
十
日
】

役
員
会
で
は
、
「
不
登
校
特
例
」
に
関
す
る
六
月

二
十
七
日
の
文
教
厚
生
委
員
会
の
決
定
を
受
け
て
、

今
ま
で
の
経
緯
が
報
告
さ
れ
、
意
見
を
交
わ
し
た
。

詳
し
く
は
、
後
日
、「
作
東
ま
ち
づ
く
り
構
想
委
員
会
」

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
つ
ぎ
に
、
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
の
概
要
が
提
示
さ
れ
、
協
議
し
た
。

期
日

十
月
二
十
二
日
（
日
）

場
所

バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
ラ
ザ
南
駐
車
場

＊
第
一
回
実
行
委
員
会

七
月
二
十
八
日
（
金
）

[

編
集
後
記]

粟
井
小
学
校
集
会
所
の
管
理
受
託
に
つ
い
て
、
慎
重
な
協
議
が
続
い

て
い
る
。
様
々
な
施
設
設
備
に
係
る
経
費
の
支
出
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
又
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
い
く
た
め
の
マ
ン
パ
ワ
ー
も
不
足
し
が
ち
で
あ
る
。
何
よ
り
も
課

題
な
の
が
役
員
の
選
出
で
あ
る
。
仕
事
を
分
担
し
、
一
人
ひ
と
り
に
係
る
負
担
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
協
力
体
制
構
築
も
一
助
と
な
ろ
う
。


